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■京都会場  2016年 11月 5日(土) 13時 
京都大学経済学部三番教室(法経東館 2階) 





東京大学ものづくり経営研究センター ディレクター  新宅 純二郎 
東京大学社会科学研究所現代中国研究拠点長  丸川 知雄 
 
13:20-14:40 
問題提起: 部品国産化ライフサイクル  京都大学 経済学研究科 教授 塩地 洋  
14:40-15:10 
サプライチェーンの複雑化と深層の現地化  東京大学 経済学研究科 教授 新宅 純二郎 
15:30-16:00 
日系サプライヤーの現調化基本戦略   立命館大学 経営管理研究科 准教授 佐伯 靖雄 
16:00-16:30 
現地２次サプライヤーの技術能力－深化を制約するか 桜美林大学 経営学研究科 
教授 井上 隆一郎  
16:30-16:50 
総括コメント  東京大学 社会科学研究所 教授 丸川 知雄  
 
16:50-17:00 
閉会挨拶  京都大学 経済学研究科 准教授  田中 彰 
 
17:10-18:30 
懇親会     参加費 2000 円(支援会会員は無料) 
参加の御申込は,塩地 shioji@econ.kyoto-u.ac.jp 宛に,①会場名,②氏名･所属,③懇親会出欠を御連絡くださ
い｡シンポジウムの参加費は無料,懇親会は 2000 円です｡ただし支援会会員は懇親会も無料です｡ 























































































A．ウットラ EPZ（輸出経済特区）  ※EPZ＝Export Processing Zones＝輸出加工区 
ウットラ EPZ は、バングラデシュ最北部にあり、ダッカからは飛行機で約 50
分、車で 10 時間ほど離れている。最寄りのジョイエドプール空港からウット
ラ EPZ までは 15 分ほどであり、しかもダッカから 1 日 5 便が飛んでおり、
便利である。鉄道も通じているが、トラック運送の方がはるかに速く、安全な














１．ウットラ EPZ の概要と様子 
①2001 年設立。 現在 12 社（香港企業 4 社・その他の外資企業３社、バング
ラデシュ企業 5 社）が稼働中。  
②EPZ の総スペースは 86 万㎡。まだほとんどが空き地。土地レンタル料＝１．
25US＄／㎡／Y。他 EPZ より１＄安。 
・現在、ウットラ EPZ 管理当局が、アコード・アリアンスのコンプライアン
スをクリアーできるレンタル工場を４棟（3000 ㎡×４フロアー）建設中。今


















※他の EPZ 同様、ウットラ EPZ にも一律の最低賃金アップ制（10％／Y）が
適用されているので、勤続年数の長い社員への対策が必要か？ 
④電力供給は他地域と大差なし。１日に２～３時間程度の停電あり。電気代は
8.06 タカ／KWH（他 EPZ と同額）。 
・ガス供給はなし。発電機、ボイラーなどは重油対応のため、コスト高。 
・水は他 EPZ 同様。EPZ 外ならば汲み上げ可能なため、割安。 
⑤運送面では、トラック輸送でチッタゴンから 16 時間、ダッカから 10 時間。
運賃は 2 割増し。 
・ハルタル時などの交通事情が混乱しなければ、大きな問題なし。 
・ダッカからの緊急便は、AIR で、即日、工場着荷可能。DHL あり。 
⑥通信インフラは、ダッカ周辺と大差なし。 




が空き部屋となるため、貸し出し可能という。4LDK で 16,000 タカ／M。 




















































の質問に懇切丁寧に答えた。今まで私が見てきた他の EPZ の GM が官僚的で
あり、事務所の中での応対のみであったのとは、好対照であった。 
④香港企業の団体戦 










































































附 ： バングラデシュ北西部地方におけるテロ事件の反響 
・ジョイエドプール空港、ジョイエドプール市内、ウットラ EPZ 内など、警
備が特別に厳重だとは思われなかった。 
































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6 19.4 2590 7.8 7.2 ▲8.6 5.3 13.6 14.1 
2014 年 7.4 8.3 12.0 2.0 15.2 3824 6.1 0.4 4.41 14.2 12.2 13.6 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015 年 6.9 5.9 10.7 1.4 9.7 6024 -9.8 -14.4 11.0 0.8 11.9 15.0 
1 月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
2 月    1.4  606 48.3 －20.8 49.8 0.1 11.1 14.7 
 3 月 7.0 5.6 10.2 1.4 13.1 31 -15.0 -12.9 0.3 1.3 9.9 14.7 
4 月  5.9 10.0 1.5 9.6 341 -6.5 -16.4 2.9 10.2 9.6 14.4 
5 月  6.1 10.1 1.2 9.9 595 －2.4 －17.7 －14.0 8.1 10.6 14.3 
6 月 7.0 6.8 10.6 1.4 11.6 465 2.8 －6.3 4.6 1.1 10.2 14.4 
7 月  6.0 10.5 1.6 9.9 430 －8.4 －8.2 9.6 5.2 13.3 15.7 
8 月  6.1 10.8 2.0 9.1 602 －5.6 －13.9 23.9 20.9 13.3 15.7 
9 月 6.9 5.7 10.9 1.6 6.8 603 －3.8 －20.5 5.2 6.1 13.1 15.8 
10 月  5.6 11.0 1.3 9.3 616 -7.0 -19.0 2.5 2.9 13.5 15.6 
11 月  6.2 11.2 1.5 10.8 541 －7.2 －9.2 27.7 0.0 13.7 15.3 
12 月 6.8 5.9 11.1 1.6 6.8 594 －1.7 －7.6 17.2 -45.1 13.3 15.0 
2016 年             
1 月   10.3 1.8 18.0 633 -11.5 -18.8 14.1 -2.1 14.0 15.2 
2 月   10.2 2.3  326 -25.4 -13.8 -11.3 -1.3 13.3 14.7 
3 月 6.7 6.8 10.5 2.3 11.2 299 11.2 -7.4 26.1 4.0 13.4 14.7 
4 月  6.0 10.1 2.3 10.1 456 -2.0 -10.5 21.4 2.9 12.8 14.4 
5 月  6.0 10.0 2.0 7.4 500 -4.7 -0.1 43.6 -4.8 11.8 14.4 
6 月 6.7 6.2 10.6 1.9 7.3 479 -6.1 -9.0 8.5 4.4 11.8 14.3 
7 月  6.0 10.2 1.8 3.9 502 -6.4 -12.9 -3.8 -6.2 10.2 12.9 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、1月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
